
第
1
2
章
　
ト
モ
ダ
チ
作
戦
6

　
　
　
　
　
　
　
　
「
東
日
本
が
壊
滅
す
る
危
険
を
米
国
は
懸
念
す
る
」
。
東
京
に
放
射
能
の
雲
が
到
達
す
る
こ
と
も
想
定
、
米
国
は
日
本
が

　
　
　
　
　
　
　
　
事
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
危
機
感
を
抱
き
、
藤
崎
駐
米
大
使
を
国
務
省
に
呼
ぶ
。

第
1
3
章
海
軍
Ｖ
Ｓ
国
務
省
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
も
対
応
を
め
ぐ
り
厳
し
い
内
部
対
立
が
あ
っ
た
。
ゼ
ロ
・
リ
ス
ク
を
主
張
す
る
海
軍
と
、
日
米
同
盟
へ
の
長
期
的

　
　
　
　
　
　
　
　
影
響
を
考
慮
す
る
国
務
省
。
最
悪
シ
ナ
リ
オ
の
評
価
は
、
大
統
領
科
学
技
術
担
当
補
佐
官
に
委
ね
ら
れ
る
。

第
1
4
章
　
ヨ
コ
ス
カ
・
シ
ョ
ツ
ク
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
海
軍
基
地
で
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
。
高
級
将
校
の
家
族
は
わ
れ
先
に
出
国
、
放
射
能
汚
染
を
恐
れ
る
空
母

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ー
ジ
ー
ワ
シ
ン
ト
ン
も
横
須
賀
を
離
脱
。
東
京
の
米
大
使
館
も
パ
二
ツ
ク
の
一
歩
手
前
ま
で
。

第
1
5
章
　
ホ
ソ
ノ
・
プ
ロ
セ
ス
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
当
初
、
各
省
庁
は
情
報
を
共
有
せ
ず
、
米
国
側
も
混
乱
。
日
米
の
情
報
を
一
元
化
し
共
有
す
る
場
が
細
野
豪
志
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
設
け
ら
れ
る
。
米
国
側
は
そ
れ
を
「
ホ
ソ
ノ
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
名
付
け
た
。

第
1
6
章
　
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
１
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
日
の
夕
方
の
吉
田
所
長
か
ら
の
動
揺
し
た
電
話
が
細
野
に
最
悪
シ
ナ
リ
オ
の
準
備
を
決
断
さ
せ
る
。
－
方
自
衛
隊
も

　
　
　
　
　
　
　
　
独
自
に
最
悪
の
想
定
を
始
め
る
。
首
都
に
ま
で
被
害
が
及
ぶ
場
合
の
首
相
談
話
も
準
備
。

第
1
7
章
　
キ
リ
ン
登
場

2
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
メ
ー
ト
ル
の
長
い
ア
ー
ム
で
、
一
点
に
む
け
て
生
コ
ン
を
射
出
す
る
生
コ
ン
圧
送
車
キ
リ
ン
。
こ
れ
を
、
原
子
炉
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
却
放
水
に
っ
か
え
な
い
か
。
無
人
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
の
技
術
も
動
員
。

第
1
8
章
　
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
動
い
て
い
る
か
２
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　
放
射
性
物
質
の
広
が
り
を
気
象
条
件
な
ど
を
も
と
に
迅
速
に
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
。
放
射
性
雲
は
、
浪

　
　
　
　
　
　
　
　
江
町
へ
と
移
動
し
、
雨
雪
と
な
っ
て
地
上
に
お
ち
た
が
、
そ
の
予
測
は
住
民
に
は
知
ら
さ
れ
な
い
。

第
1
9
章
　
飯
舘
村
異
変

２
９
８

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
が
当
初
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
。
そ
れ
は
、
放
射
能
の
放
出
源
情
報
が
な
か
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
実

　
　
　
　
　
　
　
　
測
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
逆
推
定
で
き
な
い
か
と
い
う
枝
野
の
ア
イ
デ
ア
を
専
門
家
が
試
み
る
。

第
2
0
章
　
計
画
的
避
難
区
域

3
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
に
入
る
と
一
過
性
の
放
射
能
被
ば
く
で
は
な
く
、
累
積
性
の
放
射
能
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
避
難
が
必
要
に

　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
線
引
き
は
、
県
、
文
部
科
学
省
な
ど
の
思
惑
に
よ
っ
て
困
難
を
極
め
る
。

第
2
1
章
　
落
城
一
日
３
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
東
電
社
長
の
清
水
は
「
築
城
十
年
落
城
一
日
」
と
言
っ
た
。
が
し
か
し
、
撤
退
を
官
邸
に
執
拗
に
も
ち
か
け
た
清
水
の

　
　
　
　
　
　
　
　
行
動
様
式
は
、
現
場
の
人
間
が
死
ん
だ
時
の
責
任
回
避
と
い
う
東
電
文
化
を
象
徴
す
る
の
で
は
？



終
章
　
神
の
御
加
護

4
3
0

　
　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
ソ
連
社
会
の
病
巣
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
た
が
、
福
島
第
－
原
発
事
故
は
日
本
の
組
織
社
会

　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し
た
。
危
機
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
何
か
？

あ
と
が
き
　
4
6
0

お
話
を
伺
っ
た
方
々
　
４
６
６

参
考
資
料
・
参
考
文
献
　
４
７
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